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が提供する、AI 技術で評価バイアスを補正することでより正確な適性検査が⾏えるピープルアナリティクス
ツール『GROW360』は、2020 年 1 ⽉より、１度の受検で複数の『GROW360』テスト採⽤企業へ結果を
開⽰できる“統⼀受検システム”を開始します。 

 
■野村證券、ANA、ユニ・チャームをはじめとする⼤⼿企業が新卒採⽤プロセスに採⽤している『GROW360』 
 

『GROW360』は、360 度コンピテンシー評価と BIG5（※１） と IAT(潜在連合テスト)(※２)、 
２つのアカデミックな知⾒を取り⼊れた気質診断(国際特許取得済)の結果を基に⼈⼯知能が評価を補正・分析
する評価ツールです。 

その⼈物との関係値、評価者の性格（誰にでも⽢い評価、もしくは⾟い評価）などによって⽣じてしまう 
“評価バイアス”を補正したうえで精緻に気質・⾏動特性を評価できることから多くの企業様に信頼をいただき、
採⽤候補者が企業の求める⼈材像であるか否かを⾒極めるための選考プロセスとして導⼊されています。 

従来の⼈物評価テストと異なり、これまでの選考過程では⾒落としてしまっていたポテンシャルある学⽣を
発掘できるというメリットから導⼊企業数が拡⼤。2016 年より新卒採⽤プロセスとして導⼊されて以来、20
万⼈の学⽣が、『GROW360』を受検（2020 年 1 ⽉現在）、2020 年からの学⽣に向けた統⼀受検の告知によ
り、より多くの学⽣が受検すると⾒込んでおり、毎年 10 万⼈の学⽣の受検及び 2020 年内に⼤⼿企業 100 社
での導⼊を⽬指します。 
 
■統⼀受検導⼊により、学⽣の選考参加のハードルを軽減 
 

これまでは学⽣が GROW360 導⼊企業に応募する際、企業ごとに複数回受検してもらう必要がありました
が、学⽣の負担となることを懸念している企業の声がありました。統⼀受検⽅式の導⼊により、学⽣は⼀度だ
けの受検で複数企業に結果を提供することが可能になります。『GROW360』統⼀受検を選考プロセスにおい
て導⼊することで、選考を受ける学⽣の稼働負担の軽減と評価バイアスを補正した評価結果の利⽤を両⽴でき
るようになることが期待されます。 
 
 ※企業様は⾃社が選考に必要だと考える能⼒データ項⽬のみを参照することができます。 

※企業様が特定の受検者の結果を参照する際には、学⽣からの企業ごとの閲覧承諾が必要です。 
 
■統⼀受検対象者は、2021 年に⼤学・⼤学院を卒業予定の学⽣ 
 
 2021 年卒業予定の⼤学⽣・⼤学院⽣が１⼈につき１回、無料で受検可能です。 
 2021 年卒の新卒採⽤において『GROW360』を導⼊いただくことで、選考希望者の『GROW360』 

統⼀受検の受検結果が参照可能です。 
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⼤⼿企業が選考過程に続々導⼊。累計 20 万⼈の学⽣が受検済。 
評価バイアスを補正する AI 搭載 360 度評価ツール『GROW360』 

学⽣の選考プロセス負担を軽減できる“統⼀受検システム”開始 
 



 ※『GROW360』統⼀受検未受検者には、『GROW360 統⼀受検』の受検を指⽰いただきます。 
 
■学⽣の能⼒・特性の評価結果について詳細に解説『個⼈レポート』と『インタビューシート』を提供 
 
 『GROW360』統⼀受検を採⽤された企業様は、学⽣が受検した『GROW360』の能⼒・特性の評価結果に
ついて詳細に解説された『個⼈レポート』と採⽤リスクを⾒極める『インタビューシート』の参照・ダウンロ
ードが可能です。 
 

＜企業が閲覧する個⼈レポートのイメージ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■学⽣が満⾜できる就活を応援。統⼀受検に参加した学⽣に、簡易フィードバックレポートを無料提供 
 
 学⽣が『GROW360』統⼀受検を受けると、⾃⾝の気質・⾏動特性などの特徴や、どのようにそれぞれの能
⼒を伸ばしていくべきかを解説したフィードバックレポートが学⽣に発⾏されます。（メールでのデータ受信） 
就職活動に向けて、将来の進路を検討するうえでも役⽴つ無料ツールとして受検する学⽣がますます増えるこ
とが予想されます。 
 

＜学⽣へのフィードバックレポートのイメージ＞  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※１ BIG５とは⼈のパーソナリティ（性格）を特徴づけたり表現したりする際に⽤いる下記 5 つの因⼦（要素）のこと。
5 つの要素（因⼦）とは、「外向性」「調和性」「誠実性」「神経症的傾向」「経験への開放性」の 5 つです。各傾向の値は⾼
いほどいいというものではなく、程度により得意・不得意とする状況が異なるという考え⽅になります。 

 
※２ IAT（潜在連合テスト）とは、社会⼼理学の分野において⼼的表象と対象物及び対象概念との潜在的な関連の強さを
測るテストのこと。被検者が無意識に持つ態度を計測することができます。IAT は偏⾒、固定観念、差別を⾒極めるため



の⼿法として、被検者の⾃⼰分析よりも信頼性の⾼い指標と考えられています。 
 

GROW360 公式サイト︓ https://www.grow-360.com/ja/ 
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